
　
2026年３月期  第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕（連結）

2025年11月７日

上場会社名 株式会社　ほくやく・竹山ホールディングス 上場取引所  札

コード番号 3055 ＵＲＬ  https://www.hokutake.co.jp/

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）眞鍋　雅信

問合せ先責任者 （役職名）取締役管理統括本部長 （氏名）親松　和史 ＴＥＬ  011-633-1030

半期報告書提出予定日 2025年11月10日 配当支払開始予定日 2025年11月28日

決算補足説明資料作成の有無： 無
　
決算説明会開催の有無      ： 有 （動画（録画）配信予定）
　

（百万円未満切り捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 148,462 5.1 910 △15.6 1,304 △7.1 1,144 29.4

2025年３月期中間期 141,207 3.9 1,078 0.6 1,404 △1.2 884 21.1

（注）包括利益 2026年３月期中間期 1,695百万円（131.2％） 2025年３月期中間期 733百万円（△59.4％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 54.44 －

2025年３月期中間期 41.26 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期中間期 157,456 63,346 40.2 3,013.27

2025年３月期 147,451 61,861 41.9 2,942.63

（参考）自己資本 2026年３月期中間期 63,329百万円 2025年３月期 61,845百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2025年３月期 － 10.00 － 10.00 20.00

2026年３月期 － 10.00

2026年３月期（予想） － 10.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 298,700 3.2 2,500 △14.6 3,100 △14.8 1,900 △23.2 90.40

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

田嶋 麻美
ほくたけ



（１）当中間期における連結範囲の重要な変更： 無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                    ： 無

③  会計上の見積りの変更                      ： 無

④  修正再表示                                ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期中間期 24,400,000株 2025年３月期 24,400,000株

②  期末自己株式数 2026年３月期中間期 3,382,983株 2025年３月期 3,382,947株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 21,017,038株 2025年３月期中間期 21,435,755株

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用に

当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.４「１．当中間決算に関する定性的情報　（４）連結業績予想な

どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



１．当中間決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 3

（３）キャッシュ・フローに関する説明 ……………………………………………………………………………… 3

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 4

２．中間連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………………………… 5

（１）中間連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………… 5

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 …………………………………………………………… 7

中間連結損益計算書 ……………………………………………………………………………………………… 7

中間連結包括利益計算書 ………………………………………………………………………………………… 8

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………… 9

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………………… 10

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 10

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 10

（セグメント情報等の注記） ……………………………………………………………………………………… 10

○添付資料の目次

- 1 -

株式会社ほくやく・竹山ホールディングス（3055）　2026年3月期 第2四半期決算短信



１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、堅調な設備投資が下支えし緩やかに回復したものの、物価高が個

人消費の回復を鈍らせております。加えて、米国の通商政策や地政学的リスクの高まりが海外経済の下振れ要因

となり、依然として先行きは不透明な状況が続いております。北海道経済におきましては、企業の旺盛な設備投

資が回復を牽引した一方、人手不足や実質賃金の伸び悩みが個人消費の停滞を招くなど、景気回復のペースが鈍

化する側面も見られました。

このような事業環境の中、当社グループは、事業間連携により地域の実状に沿った社会保障基盤の構築に向け

グループをあげて付加価値を創造し、「より健やかな地域社会へ」の実現を目指して取り組みを推進しておりま

す。

当社グループでは、事業の持続的な成長の礎として人的資本経営を経営の重要戦略と位置づけ、その根幹とし

て定めた「人権尊重宣言」に基づき、人材の意欲と能力を高める施策を推進しております。その一環として、新

たなウェブ内部通報制度の運用を開始したほか、医薬品卸売事業と医療機器卸売事業の定期的な営業同行研修の

実施など、事業の垣根を越えた人材育成の取り組み等を行いました。

介護事業の株式会社マルベリーでは、９年目となる北海道からの「介護事業所生産性向上推進事業」の受託を

通じて、介護ロボットの普及や現場効率化のための導入支援活動を継続的に実施しております。全道各地での集

合研修や、介護ロボットの導入・定着に向けた伴走支援を集中的に実施し、現場の効率化を後押しする取り組み

を推進しています。また、これらの活動を通じた知見を活かしつつ、自治体や町内会との連携を深め、地域包括

ケアシステムの基盤強化に努めています。

以上の状況のもと、当中間連結会計期間における売上高は1,484億62百万円（前年同期比5.1％増）、営業利益

は９億10百万円（同15.6％減）、経常利益は13億４百万円（同7.1％減）、親会社株主に帰属する中間純利益は

投資有価証券売却益５億67百万円があったことにより11億44百万円（同29.4％増）となりました。

セグメント別の経営成績は以下のとおりであります。

（医薬品卸売事業）

医薬品卸売事業におきましては、2025年４月に薬価改定が実施されました。後発医薬品における供給面での混

乱は未だに継続している状況です。また、2024年10月から新たに導入された選定療養の影響もあり長期収載品の

売上が減少する傾向も依然として続いています。前年同期比較では新型コロナ治療薬の売上減少などマイナスの

影響はあったものの、抗がん剤を中心とした新薬創出加算品の販売に積極的に取り組んだ結果、公費助成による

帯状疱疹ワクチンの需要増もあり売上全体では増収となりました。利益につきましては、物流コストの削減など

経費率の圧縮に全社で取り組みましたが仕入原価の上昇により減益となりました。

その結果、売上高は1,101億59百万円（前年同期比7.1％増）、営業利益は６億36百万円（同15.1％減）となり

ました。

（医療機器卸売事業）

医療機器卸売事業におきましては、主要なお得意先における手術や検査などの症例件数は引き続き増加傾向と

なりました。しかし、国立大学病院をはじめとした基幹病院における経営環境の悪化により備品の販売が大幅に

減少した影響で売上は前年同期を下回りました。利益につきましては、商品仕入金額の上昇や販売コストの増加

もあり、減益となりました。

その結果、売上高は336億73百万円（前年同期比1.2％減）、営業利益は３億54百万円（同13.0％減）となりま

した。

（薬局事業）

薬局事業におきましては、売上では、薬価引き下げが2025年４月に行われたものの、高額医薬品の処方増によ

り処方箋単価は6.1％の上昇となりました。処方箋一枚あたり薬剤料単価は6.7％、技術料単価は4.3％増加して

います。一方、処方箋枚数は、前年度の店舗閉鎖や医療機関の閉院等が重なり、前年同期比で6.8％減少となり

ました。利益につきましては、処方箋枚数の減少があったものの、経費圧縮の取り組み等により増益となりまし

た。

その結果、売上高は62億89百万円（前年同期比0.9％減）、営業利益８百万円（前年同期は営業損失５百万

円）となりました。

なお、企業価値の持続的な成長を促すため、下期はブランディング費用などの計上を見込んでいます。
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（介護事業）

介護事業におきましては、福祉用具レンタルにおいて、最適な福祉用具の提案からモニタリングまで一貫した

顧客重視の提案型営業により利用者が増加し、売上は順調に推移しています。また、サービス付き高齢者向け住

宅においては、全体の入居率も効果的に上昇しており、付随する訪問系サービス等も含め、順調に推移しまし

た。

その結果、売上高は22億５百万円（前年同期比3.5％増）、営業利益は１億80百万円（同26.2％増）となりま

した。

（ＩＣＴ事業）

ＩＣＴ事業におきましては、マイクロソフト社のWindows10のサポート終了に伴い、パソコンの入替案件等の

物販需要が堅調に推移しました。これにより、一般企業向けの機器およびライセンス販売が増収に寄与しまし

た。加えて、開発案件の受注も順調に進み、増収、増益に貢献しております。このほか、医療ＤＸ推進の一環と

して、クラウド型電子カルテ製品の販売・サポートを開始しました。

その結果、売上高は10億47百万円（前年同期比4.5％増）、営業利益は59百万円（同161.1％増）となりまし

た。

（その他事業）

その他事業（子会社の経営指導等）におきましては、売上高は13億33百万円（前年同期比3.9％増）、営業利

益は５億67百万円（同0.1％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当中間連結会計期間末の資産、負債及び純資産は、前連結会計年度末との比較において以下のとおりとなりま

した。

総資産は1,574億56百万円（前連結会計年度末は1,474億51百万円）となり、100億４百万円増加しました。こ

れは主に、現金及び預金が36億44百万円、受取手形及び売掛金が28億45百万円、商品及び製品が16億74百万円、

前払費用が１億57百万円、建物及び構築物が１億２百万円、建設仮勘定が７億64百万円、その他無形固定資産が

１億45百万円、投資有価証券が６億73百万円増加した一方、長期売掛金が58百万円減少したことによるもので

す。

負債は941億９百万円（前連結会計年度末は855億90百万円）となり、85億19百万円増加しました。これは主

に、支払手形及び買掛金ならびに電子記録債務の支払債務が80億71百万円、未払法人税等が３億25百万円、未払

消費税等が１億26百万円、賞与引当金が１億13百万円増加した一方、役員賞与引当金が75百万円、繰延税金負債

が34百万円減少したことによるものです。

純資産は、633億46百万円（前連結会計年度末は618億61百万円）となり、14億84百万円増加しました。これは

主に、利益剰余金が９億33百万円、その他有価証券評価差額金が５億49百万円増加したことによるものです。

（３）キャッシュ・フローに関する説明

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ36

億44百万円増加し、213億83百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は47億50百万円（前年同期比106.7％増）となりました。これは、増加要素とし

て税金等調整前中間純利益18億17百万円（同30.7％増）、減価償却費５億76百万円（同9.6％増）、仕入債務の

増加80億71百万円（同191.6％増）、などがありましたが、減少要素として売上債権の増加27億56百万円（同

448.5％増）、棚卸資産の増加16億79百万円（同28.2％増）、投資有価証券売却益５億67百万円（前年同期は実

績なし）、法人税等の支払額６億５百万円（前年同期比6.4％減）があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は８億56百万円（前年同期比34.4％減）となりました。これは主に、投資有価証

券の売却による収入７億20百万円（前年同期は実績なし）の資金の獲得があった一方、有形固定資産の取得によ

る支出12億99百万円（同2.8％増）および無形固定資産の取得による支出２億60百万円（同51.7％増）があった

ことによるものです。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は２億49百万円（前年同期比64.1％減）となりました。これは主に、配当金の支

払２億９百万円（同2.8％減）およびリース債務の返済39百万円（同9.1％減）があったことによるものです。

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年５月15日の決算短信で発表しました通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,739 21,383

受取手形及び売掛金 58,780 61,626

商品及び製品 19,114 20,788

仕掛品 1 6

その他 8,206 8,297

貸倒引当金 △23 △26

流動資産合計 103,819 112,075

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,406 10,509

土地 11,836 11,843

建設仮勘定 454 1,218

その他（純額） 928 1,013

有形固定資産合計 23,625 24,584

無形固定資産

のれん 690 636

ソフトウエア 464 506

その他 324 468

無形固定資産合計 1,478 1,610

投資その他の資産

投資有価証券 17,038 17,712

長期売掛金 185 126

長期貸付金 175 173

繰延税金資産 368 364

退職給付に係る資産 185 193

その他 761 746

貸倒引当金 △186 △131

投資その他の資産合計 18,527 19,184

固定資産合計 43,632 45,380

資産合計 147,451 157,456

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 74,995 82,847

電子記録債務 3,008 3,228

１年内返済予定の長期借入金 1 1

未払法人税等 659 984

賞与引当金 1,022 1,136

役員賞与引当金 141 65

その他 2,518 2,585

流動負債合計 82,346 90,850

固定負債

長期借入金 11 10

繰延税金負債 2,064 2,030

再評価に係る繰延税金負債 124 124

退職給付に係る負債 54 31

長期未払金 393 420

資産除去債務 346 385

その他 248 256

固定負債合計 3,243 3,259

負債合計 85,590 94,109

純資産の部

株主資本

資本金 1,000 1,000

資本剰余金 11,821 11,821

利益剰余金 45,017 45,951

自己株式 △2,461 △2,461

株主資本合計 55,378 56,311

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,005 7,555

土地再評価差額金 △715 △715

退職給付に係る調整累計額 176 177

その他の包括利益累計額合計 6,467 7,017

非支配株主持分 15 16

純資産合計 61,861 63,346

負債純資産合計 147,451 157,456
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

売上高 141,207 148,462

売上原価 130,878 138,084

売上総利益 10,328 10,377

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 569 588

給料及び手当 4,005 4,061

賞与引当金繰入額 1,014 1,006

役員賞与引当金繰入額 63 65

退職給付費用 151 154

法定福利費 776 793

賃借料 142 143

貸倒引当金繰入額 114 －

その他 2,413 2,653

販売費及び一般管理費合計 9,250 9,467

営業利益 1,078 910

営業外収益

受取利息 1 5

受取配当金 177 194

不動産賃貸料 70 78

持分法による投資利益 55 53

貸倒引当金戻入額 － 46

その他 104 102

営業外収益合計 410 480

営業外費用

支払利息 0 0

不動産賃貸原価 50 55

遊休資産諸費用 23 22

その他 9 7

営業外費用合計 83 85

経常利益 1,404 1,304

特別利益

固定資産売却益 － 0

投資有価証券売却益 － 567

特別利益合計 － 567

特別損失

固定資産売却損 1 －

固定資産除却損 4 27

投資有価証券評価損 8 18

減損損失 － 9

特別損失合計 14 54

税金等調整前中間純利益 1,390 1,817

法人税、住民税及び事業税 779 937

法人税等調整額 △274 △264

法人税等合計 505 673

中間純利益 884 1,144

非支配株主に帰属する中間純利益 0 0

親会社株主に帰属する中間純利益 884 1,144

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

中間純利益 884 1,144

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △139 549

退職給付に係る調整額 △11 0

その他の包括利益合計 △151 550

中間包括利益 733 1,695

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 732 1,694

非支配株主に係る中間包括利益 0 0

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,390 1,817

減価償却費 526 576

減損損失 － 9

のれん償却額 55 54

貸倒引当金の増減額（△は減少） 110 △51

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △33 △21

賞与引当金の増減額（△は減少） 181 113

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △71 △75

受取利息及び受取配当金 △179 △199

支払利息 0 0

持分法による投資損益（△は益） △55 △53

固定資産売却損益（△は益） 1 △0

固定資産除却損 4 27

投資有価証券売却損益（△は益） － △567

投資有価証券評価損益（△は益） 8 18

売上債権の増減額（△は増加） △502 △2,756

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,309 △1,679

仕入債務の増減額（△は減少） 2,768 8,071

未払消費税等の増減額（△は減少） △264 126

未収歩戻金の増減額（△は増加） 736 7

預り金の増減額（△は減少） △61 △60

その他 △553 △204

小計 2,750 5,152

利息及び配当金の受取額 194 203

利息の支払額 △0 △0

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △646 △605

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,298 4,750

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,264 △1,299

有形固定資産の売却による収入 25 0

無形固定資産の取得による支出 △171 △260

無形固定資産の売却による収入 － 0

投資有価証券の取得による支出 △11 △11

投資有価証券の売却による収入 － 720

貸付けによる支出 － △3

貸付金の回収による収入 23 6

保険積立金の解約による収入 163 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△70 －

固定資産の除却による支出 △1 △8

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,305 △856

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △15 －

長期借入金の返済による支出 △32 △0

自己株式の増減額（△は増加） △389 △0

配当金の支払額 △215 △209

リース債務の返済による支出 △42 △39

財務活動によるキャッシュ・フロー △696 △249

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 296 3,644

現金及び現金同等物の期首残高 20,813 17,739

現金及び現金同等物の中間期末残高 21,109 21,383

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

- 9 -

株式会社ほくやく・竹山ホールディングス（3055）　2026年3月期 第2四半期決算短信



（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント

合計医薬品卸売

事業

医療機器卸

売事業
薬局事業 介護事業 ＩＣＴ事業 その他事業

売上高

外部顧客への売上高 98,643 33,767 6,343 2,128 289 33 141,207

セグメント間の内部売上

高又は振替高
4,166 309 5 2 712 1,249 6,446

計 102,809 34,077 6,349 2,131 1,002 1,283 147,654

セグメント利益又は損失

（△）
750 407 △5 142 22 566 1,883

利益 金額（百万円）

報告セグメント計 1,883

セグメント間取引消去 △728

のれんの償却額 △45

棚卸資産の調整額 △31

　中間連結損益計算書の営業利益 1,078

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

１　前中間連結会計期間（自2024年４月１日　至2024年９月30日）

（１）報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（２）報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（３）報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

合計医薬品卸売

事業

医療機器卸

売事業
薬局事業 介護事業 ＩＣＴ事業 その他事業

売上高

外部顧客への売上高 106,196 33,451 6,284 2,203 307 17 148,462

セグメント間の内部売上

高又は振替高
3,962 221 4 1 739 1,316 6,247

計 110,159 33,673 6,289 2,205 1,047 1,333 154,709

セグメント利益又は損失

（△）
636 354 8 180 59 567 1,806

利益 金額（百万円）

報告セグメント計 1,806

セグメント間取引消去 △823

のれんの償却額 △46

棚卸資産の調整額 △26

　中間連結損益計算書の営業利益 910

２　当中間連結会計期間（自2025年４月１日　至2025年９月30日）

（１）報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（２）報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（３）報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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